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岐阜県木曾川水系盆田川高根ダム地点土木地質調査報告

尾　　原　　信　　豫＊『

，PreliminaryRep・rt・nEngineeringGe・1・gy・fTakaneDamSite，Pr・jecte碑
　　　on　t血e　River　Masuαa，tke　Remote　Tril｝utary　of伍e　River　Kiso

By

Nobuhi≧0　0bara

Abstract

　　　The　ultimate　dam　site，Takane，which　remains　unexploited　on　the　river　Masuda，

possesses　about150km20f　catchment　area　of　waterpower，’The　site　is　occupied　by　Paleozoic

chert　and　is　run　through　by　the　river　Masuda，forming　a　prec三pitous　gorge．An　arch　dam

is　proposed　at　the　site　on　account　of　a　symmetric　Valley　form　and　a　harder　rock　quality．

The　bed　rock（chert）is　wrinkled　remarkably，an（1is　penetrated　traversely　by　seve卸al　stripes

of　fissure　parallel　toεhe　talweg；the　two　of　the　fissures「are　substituted　by　a　porphyrite

dyke　of　later　igneous　activit立　This　porphyrite　is　Iiable　to　be　damaged　by　weatherlng・

process．　Phyllitic　chert　which　has　Iaminations　of　clayslate　occurs　outside　the　southern　margin

・fchertare乳Thisphylliticchertisunstablef・rabasis・fada鵜andespeciallywhe勢
faults　pass　through　there，the　formation　is　shattered　to　pieces．

　　　According　to　the　primary　prolect，the　abutment　of　an　arch　dam　partially　came　i血to

collision　with　the　phy11itic　chert　zone．　The　newer　plan　has　avoided　the　zone，by　shifting　the

abutment　downstre＆ms　about10～’15m．丁互e　new歌butment　occupies　m＆inly　chert　zone．Fis－

sures　and　dykes　intersect　the　right　bank，and　thick　talus　cone　covers　the　left　bank，．but　all

these　are　thoug五t　to　be　conquerable　by　modern　civil　engineering・technics．一

　　　　　　　　　　要　　旨

　益田川上流を占める既設の朝目貯水池の約10kmば

＝かり奥に，集水面積151km2を包含するダム候補地と

して高根地点が残されている。この地点には古生層に属

する珪岩の厚層が発達じ，益田川は狭いU字形の漢谷を

なして貫流している。こΣは対称的な谷形と弾性率の豊

かな岩質に恵まれ，アーチダムの建設が考慮されてい

る。ダムサイトと湛水区域の周辺とを含む地区につい宅

臆，1万分の1の地質概査を，また主要ダムサイト近傍

は500分の1の準精査を実施した。

　ダムサイトの地質は構造的には相当に複雑であつて，

川に平行して数条の裂瞬が通り，そのうちの2本には新

期の玲岩が貫入している。この玲岩は風化に弱く，地中

で変質して軟岩になつている部分もある。珪岩層の南限

附近には，薄層の珪岩と黒色粘板岩との交互層いわゆる

・「千枚珪岩」が発達し，この層のなかを断層が通ると，ザ

ク層になつて，ダム建設に不適当な地質条件を示現する

肥至る。

＊　地質部

　アーチダムのアパットは，当初の計画では右岸斜面

で，この千枚珪岩帯に一部抵触していた。第2次設計に，

際し，10～15mばかりアーチのアバヅトを下流側に後

，退させたので，この危険帯を避けることになつた。新ア

ーチア・ミット右岸側では，数条の裂罐と玲岩の岩脈とが

横断するほかは，堅硬な珪岩の上にのつており，左岸側

の大半は，崖錐が珪岩を被覆する所を占める。

　右岸斜面の数条の裂罐と岩脈とは，土木技術的嗜克服

できる程度のものと思われる。左岸斜面では厚い崖錐も

土木機械をもつて削り去れば，’堅硬な珪岩の地山が現わ

れる。

　今後は新ア・㍉トに沿い，高距10mないし20mご
　とに，奥行20m位の横坑を入れて，精密な地盤検査を

実施することが望ましい。，

1．まえがき

　木曾川水系益田川の，最も上流にある高根地点に，高

さ150mのダムを築造し，有効容量約8，700万m3の

貯水池誰11）となし，その直下に揚水式発電所を設けて，
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第1図　高根ダム関係交通図

150，000kWの発電を行ったうえ，朝日・小坂・東上甲・

瀬戸第一など下流筋12カ所の既設発電所の出力増加約

115，000kWを合わせ，一挙に30万kWに近い大規模

な電源開発を実施しようという計画である。しかも同ダ

ム地点は，わが国まれにみる良好な地形に恵まれている、

ので，アーチダムを築造し、ようという考慮が含まれて

いる。そのため地質の良否が直接に開発計画に重大な影

響を及ぼすとみられるので，特に本所の調査対象として

採択され，昭和30年度に準精査を実施したものである。

　1．1位置および交通・
　　　　　　　　　　　　かみがほら　ひげたやま　高根地点は岐阜県大野郡高根村大字上ケ洞字霧多山に

あり．上ゲ洞部落から至近の距離にある。益田川は乗鞍

火山の南麓野麦峠陣近に源を発し，御岳火山から北流

する布川と合流し，北西に向かい，上記のダムサイトに

達してのち，西流して既設の朝日貯水池に流入する。髪

多山の峡間は川幅が特に10m以内に狭まり，漢谷の断

面形はほ黛U字谷をなしている。
　　　　　　　　　　　　　くぐの・高根地点に至るには，国鉄高山本線久々野駅または高

山駅から約’26kmの県道上を直通のバスで上ケ洞に達

し，そこから林道に沿い約1kmで達する。この林道は

最近つくられた良好なトラック道路で，湛水区域内を遡
　　　　　　　あたのごうり，上流の部落である阿多野郷および布川小屋に至つて

いる。

註1〉当初の公益事業局案では，堤高160mとし，

　有効容量9，356万血3の貯水池を建設する構想
　であつた。そして40t／secの水を使舶して，最大

　51，500kWの発電を行う計画であつた。

1．2調査の内容と範囲

　まず益田川本流筋の湛水区域は，梯尺10，000分の1、．

の航測地形図を基図に使つて，地表露頭を踏査し，さら
　　　　でうごだに　音ぴラだに
に支流谷筋の道後谷・黍生谷の踏査を行つて，概査図を

完成した。

主要ダムサイトである霧多山地点は500分の1の実灘

精密地形図を基にして，表層地質図を完成した。霧多山

地点の比較ダムサイトとされている高橋地点は，前者の

約1km川上にあり，これは当初1，000分の1の見取地，

図を頼りに概査を実施し，その後にできた500分の’1地’

形図に写し替え，若干の修正調査を追加した。

　とくに要望のあつた堰堤建設用の骨材採取箇所の適堪

探しにつ“ては，湛水区域のでなく，さらに道後谷・
　　　しよぞラたに
黍生谷・塩蔵谷など支流筋にまで範囲を拡げて，よう

やく本流筋では網掛橋近傍。土倉沢の力箇所，支流筋で

は黍生谷に1カ所，計3カ所の候補地を求めることがで

きた。・

・2．盆田川流域高根村近傍の地質概説

　この近傍に分布する岩石は，秩父古生層上部に属する、

水成岩を主とし，遙かに後期の生成にかΣわる班岩岩脈

および御岳熔岩流，さらに河成段丘．崖錐などが局限さ

れた狭い地域を占めている。

　秩父古生層は，，チャート（珪岩）層・黒色粘板岩層・硬、

砂岩層，およびこれらの交互層からなる厚い累層であっ
　　　　　あかそゑ
て，上ケ洞から赤素湯まで約3kmの区間において，中

規模の摺曲を数回繰り「返し，摺曲に伴なつて生じた．

3～4本の小断層を現地において確かめることができるσ，

／
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これらの断層は走向EWで北傾し，大体において走向

断層の型をとつている。なお幾回かの地殻運動を経過ず

る間に，こ」の古生層には大小あまたの裂擁がはいり，

その割れ目のいくつがには，後期の火成活動（岩漿の上

昇）の余波として，・班岩の充填が行われたので．これらの

岩脈類は本支流の各所にその露頭をみることがでぎる。

　次に上記の古生層を構成する，各種水成岩および脈岩

の性状について，やΣ詳細にわたつて述べてみる。

　チヤート（珪岩・角岩）類　この地方のチャートは層厚

が大きく，乳白色ないし薄嵐色の色調を呈し，まれに赤

色ないし紫色の薄帯を挟んでおり，いずれも複雑な層問

微摺曲を繰り返している。石英粒の塊りのような外観を

呈し，5・》10cmごとに明らかな層理面を有し，風化し

た所では，それに沿つて板状に割れる傾向がある。硬さ

は岩石としては最上級の硬度をもち，鋼鉄製の馨・錐・

たがね類を受附けず，ボーリソグに際してもダイヤモン

ドピヅトを損傷することはなはだしく，いわゆる士．方泣

かせの岩石である。

　黒色粘板岩属　チャートに接近した部位のものは，著

しく珪質を帯び，塊状緻密で，非常に硬いが，やX離れ

た層位のものは，風化し易い通常の粘板岩に変わる。な

おヂャート薄層と黒色粘板岩の薄層との交互層（千枚珪，

岩〉となつている箇所があるが，このものはダム建設に

・は非常な障害となるものであるから，注意を要する。

　硬砂岩層黒色粘板岩の微細片を含む灰白色のgrayf

l　wackeが，この地方に発達していて，粒度は粗いものが

多いが，きわめて硬く膠結されているために，ダムの基

盤および骨材用の石材として，申し分のないものであ

るげ

　珊岩　既述したように，古隼層の裂罐中に，岩脈と

してはいつてきた火成岩で，輝石紛岩もあり，角閃班岩

もある。岩脈の幅は1～2mのものが多いが，大ぎい幅

、のものでは7m位に達するのがあつた。一般に板状節

理が発達しており，Lたがつてこの岩脈は透水性が大ぎ

い。風化に対しては概して抵抗性が弱く』道路の切割な

どでみた例では，僅か1～2年で風化して赤褐色の泥土

化しているものさえあつた。しかし風化に強い抵抗力を

もつものもあり，緑青色のものの方が一般に風化が速

く，淡緑色のものの方が風化が遅いようである。水成岩

に接しては，水成岩に熱変質作用が働き，粘土化した部

分が生成し，この部分は岩石の靱性ないし弾性が欠如す

るうえ，かつまた，透水性・融解性を伴ない，空洞を生

　じ易く，この岩石の細い部分は土木地質的には要注意の

箇所とみなければならない。コソクリ門ト工事嗜際して

は，r軟岩」の扱いをした方が良く，この岩脈は一応取除

いてから，コンクリートで置き換える必要を認める。な

お脈幅には膨縮の変化があるから，施工箇所に存在する

ものは，その脈幅の確認に注意を払）要があろう。’

　　一、

　　3．籟多山ダムサイト（高根ダム下流案箇所）

　　　　　　　　　　ひころく
　益田川は当地点の南方彦六草地（段丘）から北北東の方

向に，霧多山の西部を深い横谷を刻みながら通過し，北

西に向ぎを変え，便称rのど」と呼ばれる最狭窄部を抜

け，ついで黍生川を合流するや，西方に転針し，縦谷を

形成しながら，ふた」び西北に流れて上ケ洞に達し，同

部落南側沿いに西南西に向かい・道後谷の水を合わせて

のち，目影・下之向の両部落を経て，中之宿（朝目貯水

池の弐ヅクウオーター）に達する。彦六から黍生川合流：

点まで0．5kmの区間は，ほとんどU字に近い形状をな

す深い漢谷を形成し，その谷底部の川幅も平均7ゲ8m

くらいとなり，最狭部である「のど』では，幅員3m，

水深5mの急潭となつている。

　当地点では，川床（標高955hm）と左右両岸の頂部との・

比高が約200mに達しており，両岸斜面の勾配も・ま

たきわめて急峻であつて，この附近一帯は南画風の山水

の風趣を彷彿させるものがある。

　明治の末年の頃，この漢谷の右岸側に，荷車の通行を

企函して，初めて川沿いに道路が開設され，それが上ケ

洞から阿多野郷に通ずる当時の新しい木曾街道とされ

たあであるが，現在は旧道と呼ばれて，いまなお断続し

て残つている。その幅員は2～2．5mを保ち，ダムサイ

トを通過する水準は，・約1，025mの標高を示している。、

最近の建設にかΣる林道（＝新道）は，このダムサイト右

岸の標高約1，000mの水準辺りを，旧道にほ黛平行に，

通じており，道幅は3．5～4mくらいあつて，トラック
ー
の
通
行

が可能である。上記の両道とも，ダムサイト右岸

の急斜面（地表勾配二65。）を爆破しながら掘墾して建設

されたもので，ともに岩盤の露出が良いので，地質調査

には非常に好都合であつた。

　ところが当地点の左岸側には道路はおろか小径すらも

なく』樹齢300年くらいの檜の原始林におNわれ，今回’

の調査の初期には，立入ることすら不可能であつたが，

測量の進行とともに，樹木の伐採により，ようやく足を

踏み入れられるようになつた。左岸側は，地表勾配が

70Qを超える箇所があり，実に峻険そりものの地貌を呈

している。

　当初この地点は直綜式重カダムを建設する予定で，林

道の燧道南dの南方60mの所を通つ1て，益田川の川身

を750によぎるように中心線（方位角N6G。E）が設定さ

れていた。しかし開発者側（中部電力株式会社〉および公一

益事業局では，地形および岩質の優秀さに着目Lて，こ

こにアーチダムを建設しよ5という強い要望をもつてお
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り，しかも経済的にはア［チダムでなければ，この地点

の開発は採算がとれないことが，すでに明らかになって

いる3）。すなわち，重カダムでは堤体積が95万m3と見

込まれる彪大な量となり，，建設単価が142円ノkWhとい

う高価につき，下流増（下流にある既設発電所の出力増

1加）を考慮に入れても，なお59円ノkWhという採算割

』れの建設単価に見積られている。そこでこエは何とかし

てアーチダムを建設したのち，下流増を入れて，40円／

；kWh台に建設単価を抑えなければならぬと考えられて

いる5したがつて，本報文では重カダムの建設計画は一

応省略して，もつぱらアーチダムに関する説明に限るこ

。とにした。

　3．1　地　形

・重カダムの中心線で切つた断面図では・，右岸側斜面は

凋床より比高160mまでは，勾配60。を示し，それよ

り上方は相当平らな鞍部（標高＝1，125m）を形成し，さ

らに東方に移るに従い，ふたXび急斜面となる。他方左

岸側の山腹には，幾段かのベソチ（平坦面…・標高965m，

』1，065mなど）があつて，1それらのベンチは懸崖と崖錐

とをもつて連繋されており，懸崖の地表勾配は70～85Q，

1崖錐といえども45。の法面勾配を示している。

　ダム辛イトに発達する支斧として主要なものは，左右

モ両側に郭のおの2つずっ存在する。まず右岸側では，林

．道の墜道北戸の北方25mの所に美人岩谷があり，これ

・は狭長な直線状の谷であつて，前記の鞍部に達してい

る。同じく右岸側の林道燧道南口から道路上を上流方向

々こ180mばかり遡つた所に，やx顕著な沢が益田川に

合流するが，この沢註2）は旧道の水準では三股に分岐』

、し，そのいずれも崖錐に半ば埋もれて広い水無しの急沢1

乏なつていて，最も北方に位する沢は，前記の鞍部にま

で達している。

　左岸側にあつては，前記の重カダム中心線から川下

，95m辺りで，南西方から益田川に懸垂する狭い急沢があ

り，これは上方で谷頭侵蝕が著しく，一見カール状に左

岸の頂の北東半分をえぐり取つたような地形を示してい

る。崖錐がこの上半分の窪みを埋めている。この沢には別

、に名がないので，便宜上「すりばち沢」と仮称しておく。ま

た左岸の頂（標高1，155m）の西側には，遠方からも明瞭

に望見されるキレヅトがあり，これより南方に深い轡曲

した沢が派生している。この沢には崖錐が厚く溜つてい

て，ほとんど益田川の川岸にまで達している。この沢に

も地名がないので，便宜上キレヅト沢と仮称することに

した。

註2）「別に地名がないが，説明の便宜のため三股沢と

　仮称することにした。

前述のように，このダム地点には左右両岸とも顕著な

支谷が2本づっ認められるほかは，この峡間は沢ひだの

少ない比較的平滑な山腹が益田川を挾んで平行している

ところである。た黛左岸側斜面には，川床から山頂まで

の間に，きわめて顕著な崖が3段認められるに反し，右

岸側斜面はた父一っの急崖からなるのと著しい対照をな

している。

　3．2表層地質

　このダム地点の四近は，上部古生層（二畳紀）の各種水

成岩の発達する所であり，黍生川筋から上ケ洞の辺りに

かけては，硬質の黒色粘板岩の厚層が露串する。「のど」

附近から南方はチゼート層に変わり，益田川の北流する

0。5kmの区間は，すべて一続きのチャート層である。

右岸の三股沢附近にくると，チャートと黒色粘板岩の薄

い互層（千枚珪岩）が発達しており，このものは道後谷筋

の粘板岩層が北東方に延びて，益田川に達してから，堆

積相に多少の変化をきたしたものと推定される。この地

層が断層運動により砕かれると，黒色粘板岩は石墨質の

粉状のものに変わり，チャートの方は砕かれたま」の岩

片として残留するから，岩盤としての支持力に乏しい「ザ

ク層」となり，したがつて千枚珪岩の顕著に発達する部

分は，土木地質的には慎重な注意を必要とする。この特

異な岩層は，三股沢に発達が著しく，・主走向がN500E

で南傾斜600くらいであるから，・ちようど右岸頂上の鞍

部に向かつて延び，そこで尖滅するもののようで昂る。－

三股沢ではこの地層が崩壊を起して，崖錐が沢を厚く埋

めていて，地表調査に際し，非常に困難をきたした。

　左岸側は山頂部とその直下にはチャートがよく露出し

ているが，すりばち沢上部・キレヅト沢ならびに標高

1，030m以下の左岸山腹の大部分は厚い犀錐（厚さ120～．

30m）に覆われているために，地山が隠されており，右

岸側のチャートの露出している斜面とは，，著しい差異を

示している。

　このダム地点の左岸側には，紛岩の岩脈はあまりみあ

たらなかつたが，右岸側の林道の路盤片側では，美人岩

谷を渡る附近，燧道北口脇，’三股沢を通過する区間に2

カ所，計4カ所で，地表に新鮮な露頭を露わしており，・

旧道の路側にも上記の4露顛に該当する珊岩脈がみられ

た。それぞれの岩脈の走向傾斜を測定L，なお試錐横

坑註3）などの精密資料から推算してのち，これら岩脈の

、予想露頭線を記入し一たと；ろ，2条の岩脈が交叉して伏

在することが明らかにな・づた。なお右岸山頂鞍部にも，

美人岩谷から延びてくる角閃玲岩の岩脈露頭を把むこと

　註3）中部電力KK　において実施したもの。
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ができたが，このものの地下伏在状態に不明な点がある

ので，予想露頭線は描かないでおいた。

　三股沢から南方では，彦六草地を形成する段丘礫層

が，チャートのうえにのつている。この礫層はダみサイ

トを外れるので，その調査を省略した。前記の林道燧道

北口の川下に，この段丘礫層に対比されるものが存在す・

る。

　3．3・地質構造

　霧多山サイト附近は，チャート層により構成されてい

るので，複雑きわまる層間微摺曲を形成するチャートの

常として，実際には主走向はなかなか把むことができな

かつた。試みにダムサイト近傍で測定した，多くの走

向・傾斜の資料を地図にプぽヅトしてみた結果，次のよ

うな3つの群にまとめるこ、とができた。

　　｛　　第i群　N65。E±250
　　第ii群　NS・　±25Q
　　第iii群　　N500W±20Q
　これら3つの群のうちで，第i群に属する走向は，こ

の近辺一帯の古生層の主走向とほ黛一致するところか

ら，こΣのチャート層の元来の走向はN650E内外で

あつたものと推察するに難くばない。しからば第ii群・

第iii群は一体どういう事由のものかというと，こ」ゐ

チャートの固結後，何回もの地殻変動を受け’て生じた地

層の歪のために，チャート層が断裂して，このようなモ

ザイヅク構造をとるに至り，あるブ官ヅクはNSの走向

をとり，また他のブロヅクはN50Q　Wの走向をとるよ∫

うになつたと解釈することができよう。

　っいでこれら走向と傾斜の双方の価のみから，見掛げ

上の擬背斜軸の所在を図上に追跡してみたところ，Z字・

状に屈曲した折れ線を描く事実が判明した。これは，地

盤がある線を境として水平的な「ずれ」を行ったことを意

昧する。すなわちこのダム地点近傍において，河身どほ
』
ぼ
平
行 な弱線を想定すると，その線を境として西側と東

側とが水平に相反する方向にずれたと解釈することが可’

能である。

　このような水平の「ずれ」を発生させた弱線を現地につ・

いて検討すると，1本の断層で表示されるものではな

く，7～8本の裂鐸露頭が認められ，そのうちの2本は新一

しい火成活動による岩漿の通路となつて玲岩の岩脈によ

り充填置換されている。また最北の裂罐はrのど」の附近

で益田川を斜めに過ぎり，その南西延長は左岸山腹の唯

一の露出斜面に刻まれたすりばち沢に沿つ七這い登り，

途中で幾本かに分岐し，その南側の2本はほ罫平行して．

南西方に向かい，左岸山腹にみえる土つの大きな懸崖と

なんらかの関係があるのではないかと考えられる。なお’

左岸山頂西側のキレットを踏査した結果，その北側の急、

斜面註4）には1本の裂罐が発見され，キレヅト南側にも

焼けの著しい露頭が確認され，その南方延長に深く切込・

　註4）この斜面は上ケ洞に向かつて急降し，その裾を

　　　益田川の下流が西方に流れている。
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第3図　高根下流案ダムサイト〔穀多山）

．んだ沢（キレット沢）があり，，この沢の東側の崖は漸次東

一へと轡曲する孤線を描いて遂に厚い崖錐のなかに埋もれ

てしまう。以上の数本の裂毎庫は，第3図に破線をもって

．示されてある。’

　この地点一帯に卓越するチャートの層準決定の唯一の

手掛かりとなりそうな赤色チャートの露出状況を追跡し

てみた。林道上の1カ所（標高1，000m，燧道南口の南方

約70m）に赤色チャートの露頭が露われており，同じも

のが旧道の路盤に25m南方にずれ』て出現し，さらに60m

南東方にも小露頭が見附けられた。一方益田川の谷底

（30r162）
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赤色チャートが、コアーとして得られているので，こ」で

は相当地中深く潜沈していることがわかる。そこからL

ばらくこの赤色チヤートは，地表に現われないが，た爵　、

すgばち沢北側の地塊の尾根（標高1，130m）に，’孤掌し一

て露出地がある。すりばち沢の南方では，既述のように

厚い崖錐のために地山がみられないが，左岸山頂部の南

側（標高1，140m）附近にその山頂を馬蹄形に取巻くよう
1
に
赤
色 チャートが出現している。このように，赤色チャ

ートの追跡によつても，当地点の地質構造がいかに複雑

表雇地質図

く標高955m）では，重カダム中心線と川筋との交点よ

り約50m上流附近に，その赤色チャートが両岸の岸壁

を形づくり，こζの赤色チャートは前述の林道の路盤に

でているものに連なるものと考えられる。左岸に打つた

ユ号傾斜ボーリソグ註5）のふけ先（一38m）．にも，この

山に接触する部位に，どんな種類の岩石があるか，また

地表調査で知らされた裂1罐・岩脈の相対位置が，どの標

　　　　　　　　　　も高の堤体リソグの端に関係をもつか，その結果として，

どの水準の箇所にこのダムサイトの弱点が存在すること

になるかを明らかにしなければならない。

　そこでまず建設工事の際に冷らか』じめ考慮しておくこ

とを要する事項を，このダムサイトについて列挙すれ

ば，次の通りである。

　（1）ア・ミットに接触する岩石は・主としてチャート

であり，ごく一部に千枚珪岩が現われるほかは，チャー

トおよび千枚珪岩の砕屑からなる崖錐堆積物talus　cone

である。た黛こNめチャートについては，地表では多少

註5）中、ひ線に沿v・，左岸最低位のべyチ（標高965m）

　から対岸に向かい傭角77Q，で44mボーりy
　グした。このコアーは全部チャrトで，38mの所

　で赤チャートにあたつている。

〈31－163）
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の風化作用を受けて，薄い土壌を被り，なおその下層も

ノ幾分のゆるみを生じているものの，5・｝7mくらい削り

取れば，新鮮なチャートが現われ，このものは本来の岩

質を保ち，きわめて硬く，かつ弾性註6）も豊かで，ア・ミ

ットとしては，まず申し分のない条件を具えている。

　（2）　しかしながら，数次にわたる地盤運動（隆起・

摺曲・断層）などを経過しているため，地山そのものは

、すこぶる裂罐に富み，とぎにはそのなかに粘土を挾み，

はなはだしい場合には玲岩が岩脈として進入・充填し，

P
そ れに伴なう変質作用の所産である粘土化部分も認めら

れる。

　（3）なおまた上述の裂罐に起因すると思われる急勾

配の谷系の発達，急崖の生成，風化崩壊の所産たる崖錐

状斜面など種々の地形的障害も認められる。

　以上3っの事項のうちで，第2に示したものは，本来

の岩盤の強度・支持力を極度に逓減させ，かつ漏水・透

水などの原因となる要素を包含する。現地にづいて具体

的にいうならば，右岸側には少なくとも5本以上の裂罐

がダムアバットを横断しており，また左岸側にも2～3本

の裂罐が伏在する。第3．に示した事項では，右岸頂上鞍，

部がきわめて肉薄の地形であることも，注目すべき障害

の一つであろう。

3．4．2　アーチダム設計位置の変更

最初の計画では，アーチダムのセンターは前記の重カ

ダム中心線が益田川をよぎる地点から70～80m上流側

で川を通過し，アパットの一部は，三股沢に露出する千

枚珪岩の上を占めるようになつていた。しかし筆者の進

言に基づいて建設者側（中部電力KK）で実施した8本

以上の横坑と5本の試錐により，地質を検討した結果，

アーチの位置を若干（約10mばかり）下流側に移動させ

ることにより，千枚珪岩の区或を逃れることになつた。

　このアバヅト移動の契機となつた試錐・横坑による精

密調査の内容につ忌・ては，中部電力K．K，の要望によ

ヴ，公表を差控えることにしたため，このダムサイトの

地中の地質状況の詳細を明ら西・挙することができない

が，第2次仮設計のアーチアバヅトの位置には，ほとん

ど千枚珪岩が存在しないもののようである。今後はこの

新しいアバヅトに沿つて，奥行およそ20m位の横坑

を，標高差10《プ20mごとに，なるべく多数掘繋して，

精密な地質調査を行えばよく，その資料が出揃つたうえ

註6）超音波パルス法により，高根ダムサイトの新鮮

　なチャート　（横坑内採取のテストピース10個）の

　弾性率Eを測定して，次の価を得ている。た父し．

　ポアソy比を0．25，比重を2．65としたo
　　E＝5．06～6．92×1011ダィン1cm2
　　　　　測定者　南雲昭三郎（物理探査部）’

で，着工に対する最終的判定が下されることとなろう。

　3．4．3第2次設計のアーチダムアバヅトの地質状況

　　　概要
　まず各水準ごとのアーチリソグ端に接触する地山の地

質について，表層地質図と見較べながら検討を行つた。

とくにアーチ作用を通じて伝達される圧力がより大きい

と考えられる下流側のアバヅト外廓に沿つて，地質状

況を調べてみた。

　右岸　右岸斜面の地表標高980m，995m（新道の路面

から僅か下），1，025m（旧道のレベル）附近に裂罐（断層）

が通り，また同じく1，035m，1，045mの水準では，玲

岩の岩脈にあたるもめのようである。1，025～1，045mの

地表に，崖錐が溜つているほかは，河床から鞍部までの

藺，大体チャート層にレーチのリングの末端があたるよ

うである。土木地質的に征服の難かしい千枚珪岩層は，

上流側のアバヅト外廓でさえも，幸いにして第2次設計

・では避けることができたからには，土木地質的な問題点

は）班岩の岩脈と数本の裂罐の処理にのみ限定されるこ

とになつた。岩脈の方はコンクリートで置き換えればよ、

く，僅々長さ10m，幅2mで，深度は満水面からの水

圧に従つて安全な所まで掘難して，コンクリートプ官ヅ

クをはめ込むことになる。’裂罐の方は，大抵グラウト工

法で固痒できる程度のものであつた。

　左岸　左岸側斜面は，川べりの崖（水面から約10m位）

と山頂附近にチャートが露出するほか・下流側のアーチ

ア・ミヅト外廓に沿つては，標高965～1，040mまで，全

然厚い崖錐に地山が隠され，したがつてアーチリングの

末端が地山に当る箇所は，少なくとも20～30m奥まで

掘馨しなければみつからないであろう。またこの大崖錐

㌧の下に裂鐸が2～3本伏在しているはずであるが，工事

に際して問題となるような破砕帯を伴なわないようで

・あるQ

　以上のように，第2次設計によるアーチダムのアバッ

トについて，地表調査の成果に照合を行つてみたとこ

ろ，概して堅硬なチャート層の上にのることが明らかと
』
，
な

つた。

　今後，建設工事に先立つては，左岸側では厚い崖錐を

除去して地山を露出させ，右岸側の数条の列鐸と2本の、

岩脈を処理L，中腹以上の崖錐も大量ではないから，旬

削りを行えば，’いよいよ建設の段階にはいることがでぎ

るであろう。

4．高橋北方ダムサイト（高根ダム上流案箇所）

本地点は懸多山ダムサイトから南方約1kmの所にあ

り，林道が益田川を右岸から左岸に渡河する高橋註7）の

註7）　個有名詞
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若干手前である。

　とくに転多山地点の比較代替候補地点と．して調査の要

望があつたので・やX不寒全な見取図1千分の1を基図

に使つて，地質概査を行つた。霧多山地、点に較べては，

遙かに少ない日子を費したに過ぎないが，川筋と右岸林

道（基礎上の比高＋30m）および旧道（比高＋70m）の露頭

調査を実施し，左岸側については，営林署で捧えた植林

用小径（比高＋40～50m）を辿つて露頭および転石の観察

をまじえて作図を行い，さらにダム中心線沿いの横断斜

面では，湛水面附近（比高＋130＾》150m）までの露頭を探

り，土被りの厚い部分7力点で表土剥ぎ作業を行つて基

礎岩盤を確かめ，右岸側の中心線に沿つても，湛水面の

水準近くまで地表調査を行い，一部表土剥ぎも試みた。

　4．1地形
　益田川は野麦川を合わせてより峡谷を形成して北西方

に流れ，高橋の手前で急に左廻りに半円型流路をとつて

南西に迂回し，橋を過ぎてふたyび右廻りに急旋回して

北流し，『ダム予定中心線の附近で多少の屈曲流路を描

き，さらに北流を続け，彦六草地に向かう。前記の高橋

のすぐ南にもダムサイトとして好適地がみつかるが，左

岸側に段丘があってやN山腹が遠く，谷のスパンが堤高

150mに対し340mになる。』高橋の北方の地形も，ほ

ぼ近似の様相を示し，右岸側は急峻である（平均勾配450）

が，左側はや玉緩く（同上38。），したがつてこNに堤高

150mの重カダムを建設するとすれば，天端長が370～

410mに達し，堤体積が老大となり，多少不経済の嫌い

がある。た奮霧多山案に較べて湛水量が1．2億m3を超

え，ダムの貯水効率の上昇が見込まれる由である。

　谷型は左右不均斉で，かつ斜面勾配が緩いから，霧多

山地点の対称型漢谷のようなアーチダムに適当な箇所で

’はない。高橋南詰のス・）の340mの箇所の方は，谷型

は中心線のとり方により，幾分対称形に近づくから，こ

の方は地形だけからでも，霧多山地点の代替地点となる

可詣性はある。

　4．2地質
　高橋南詰の地点は特に要望がなかつたので地質調査を

省いたが，これはチャートの発達する所である。

　高橋北詰の弛点は・要望に応じてヌ前述のような踏査

を行つた末，岩相と走向傾斜と構造線を記入して地質図

を手存え，第4図とした。

　本地点の一般走向はほ虻N70ん800Eを示し，’南部
’
に チャート層（高橋架橋地点はこのうちにはいる），その

北に接して北傾した直立層に近い珪質黒色粘板岩層，さ

・らにその北側にやx緩傾斜で南傾の硬砂岩層（黒色粘板

岩のpatchを含むもの）が，，順次に帯状に分布している

ことカミ明らカ、と1な1つた。

　チャートと黒色粘板岩とは整合の関係にあるが，黒色

粘板岩と硬砂岩との間は直立に近い断層で境されてい

る。この断層面は旧道・林道の道端なちびに左岸斜面の

表土剥ぎなど通じて確認され，益田川の川床附遼でも認

めることがでぎ，いずれも黄色の粘土を挾んでいること

を知つたが，あまりはなはだしくは破砕されていないも

ので，土木工事では難なく手当のできる種類のものであ

る。

　この断層は標高983mを示す益田川の河床附近の水

準を除いて，ほ黛直立に近い断層面を有するが，河床面

のや』上方，すなわち標高995m1辺りから，下方に向

かつてその面が漸次北方に轡曲するもののようであり，

河床の水準では北傾斜65。くらいにまで，傾斜角度が緩

くなつている。r上記の黄色粘土は，断層運動の際，硬砂岩

と珪質黒色粘板岩とが擦り合つて生じたものであろう。

』珪岩帯および黒色粘板岩帯のなかには，図に示すよう・

な幅6mおよび4mの班岩の岩脈が通つていて，右岸

ではこれは東方に轡曲している。また高橋の南詰の河岸

から益田川を横断する裂罐が，2本ばかり弧線を描きつ

つ，北岸の断崖を切り上つているのが，橋上から観察さ

れる。この裂罐と岩脈とはきわめて新期の生成のもゐで

ある。こNの珊岩は板状節理が発達しているが，岩そ

のものは多分に抗水性の堅い岩であるように見受けられ
’
た
。

　4．3　ダム建設に関する意見

　当初めダム中心線は，・ちようど黒色粘板岩層の上を

：N40QEの方位をとつて設定され，ダムの趾（toe）は硬

砂岩の上にくる。この砂岩は支持力，耐風化性ともに最

上のもので，ダム趾部の懸る箇所の地質としては申分が

ない。またこ～の珪質黒色粘板岩は，硬質，かつ塊状緻

密であるから，支持力はあると思われる。しかし右岸側

の東翼部のアバヅトメントに該当する斜面は，風化して

ぼろぼろになつているから，よほど掘難しないと（少な

くとも奥行20m以上），新鮮な岩盤は現われないと、思

われる。一般には，弾性率の異なつた2種類の岩盤の上

に跨がって高いダムが建設されることは，好ましいこと

ではないうえ，堤体の下に軽微とはいえ中心線に平行な

断層の通ることは，今後大いに研究を要することである

と考えられる。

　当初のダム予定中心線はμ50mの堤高に対して，天

端長410mに達する。少し長過ぎる嫌いがあるから・

［案とLて中心線が益田川を交叉する地点を固定して，

右廻りに200くらい中心線を振つて，方位角をN60。E

とすれば，堤長は，一同じ堤高に対し，345mとなり，約

65mも縮小させることがでぎ，しかも地質上の諸条件

は前案とほとんど異なることがない。他の案として，あ
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るいは原案の右岸側の東翼の天端取付位置を固定したま

、ま，中心線を右廻りに廻転させ，中心線の方位をN700E

乏すれば，左岸側のダムの西翼は大きく北方に移動し，

堤体の大部分は硬砂岩の上に載せることができ，かつま

た天端長は380mとなり，やはり天端長を約30m縮め

ること炉できる。しかも粘板岩に比し，硬砂岩の方は強

固な基盤であり，その上ア・ミットメントの掘繋量が遙か

に少なくて済むから，実質的には堤長は短いと考えるこ

とができよう。堤体積の巨大さが難点となるならば，コ

ンクリートダムを避けて，ロラクフイル型式に替えるの

も一案である。

　　　　　　5．骨材探石地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　チ益田川の上流は砂利の供給量，堆積量に乏しいので，

骨材はダム予定地点近傍に求めなければならない。今回

の調査に際し，ダム近辺の地質概略國を作製する傍ら，

骨材採取の候補地を探してみた。

　さきに第2章で，この地方特有の硬砂岩が骨材に適す

る旨記述しておいたが，この岩石の分布区域で，Lかも

ダム予定地点に近くて便利が良く，かつ露天掘りゐ可能

な足掛りの良い場所を，第1図について指摘すれば，次

の3カ所が挙げられる。すなわち
　　　きぴう　　　　　　　　　　　　 こなカテだ壱こ

　（1）黍生川谷の東股一小長谷

　（2）土倉谷
　（3）　布川・日和田川合流点網掛橋附近

以下これら3カ所について，、略述する。

　5．1　黍生川谷の東股一小長谷

　黍生川は，懸多山ダム予定地点（下流案）の約0．3km

北方で益田川に合流する小支流である。この川は上流で

東方から小長谷（旧木曾街道が通じている沢）を合流させ

ているq小長谷には東北の走向で北方に急傾する硬砂岩

が約300mの幅で露出・している。黍生川本流（西股）に

も同じ硬砂岩が露出するが∫小長谷の方が採石上の立地

条件が勝つている。霧多山のダム予定地点まで1．3km

の踵離があり，しかもその間はほ黛一直線の谷筋である

から，輸送にもきわめて便益が多い。

　予想可採量は少なくとも260万m3はあろう。そのう

ち不良石材の部分を半分と見積り，捨てることとすれば

約100万m3は確保できよう。た黛こ」の難点は，民有

地に属することから土地買牧費・補償費が高価につく点

である。

5．2土倉谷
高橋北詰ダムサイト（高根ダム上流案個所）から北方約

0．3kmの所に，益田川に注入する小さい沢がある6こ

れが土倉沢で昂って，N350Eの走向で帯状に延びる硬

（第9巻第3号）

砂岩が，この沢を斜めに横断する。沢の右岸すなわち北

側が採石の立地条件に適している。

　予想可採量は約150万m3と推定されるが，不良石材

を半分と見積れば70万m3は確保できるであろう。採掘

上の足掛りは最良とはいい難いが，上流案を採用する場

合には至近の踵離にあり，なお益田川対岸にもこの硬砂

岩が連続することは，量の不足する場合に採石区域を簡

単に増すこともできる。なお国有林地内であるから，補

償費は格安であると思われる。

　5．3布川・日和田川合流点附近

　益田川の上流で，目和田川と布川とが合流する地点か

ら0．5km下流にある網掛橋までの区間の左岸斜面は，

硬砂岩の露出する所であり，なお合流点からさらに南方

の布川左岸側斜面も同じ硬砂岩の分布区域である。

　この合流点から懸多山ダムサイ｝までの距離は約3・0

覧kmであり，高橋北詰ダムサイトまでの踵離は約1．8k雛

であり，全経路ほとんど一直線に近い。

　予想可採量は，布川・自和由川の合流点から川下のみ・

に限定しても，：お』よそ1，500万m3以上と推定され，

かりに不良石材を半分と見積れば，700万m3の硬砂岩

が得られるわけである。したがつてロヅクフ・イルダムな

どのために，骨材を莫大に使用する必要が起つた際に

は，当然こXの骨材に頼らねばならなくなるであろう。

　こXの硬砂岩はきわめて硬質緻密であり，そのうえ石

目も少なく，最も上質のものである。分布区域内には私

有地がなく，ほとんど営林署の管内に属しているので，

補償費も少額で済み，しかも山林は最近陵線まで伐採さ

れ，現在は坊主山になつている。・益田川の岸と麓との間

に多少の平地があり，採石用の各種施設をつくる余地は

充分あり，あらゆる立地条件に恵まれている。

　なおコソクリートの原料たる砂は益田川の沿岸にはほ

とんどないが，この布川・日和田川に挾まれた丘阜は，

輝石安山岩の熔岩流（御岳熔岩）から構成され，この岩は

脆くて粉砕され易いから，ロヅドミルを施設して機械的

に粉砕すれば，黒味を帯びた砂がいくらでも得られる。

合流点附近に粉砕工場を設ければ，砂の供給に事欠くよ

うなごとはない。　　　　　（昭和30年6月調査）
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